














































































一d■■■■■■■■●　●i吟　ρ■ID9No．／一一一■願野響：≡1こ．∵1言∵1：「三三＝ぞ：TJ　．’T：’F一言一＝三一・・ノー’＝．＝＝一一’T一…二’LT二IJ　r・・　’‘一一一　い÷A「三バ三�n…∵7il‘夢ご、∵…　　．　　　　　�_畠　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご’　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥；’・：’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　’　「『1：i　，．1：i・，’Pピl　　t・！1・　”，li『1’　‘1Kン■■■1■■■●　　　　　　　　　　　　　　　　　　●〆東京丸ビル2階．三売電機寄旅式禽耐i∴●H∵：こ�n尺ぎ�n・�n1三筆ぽで�n’◎’’’”−L’E−∵：Pき二／咋＼＼■L　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ直流1》500V電．力同路に゜於けるサージに就いて、本店生産技術部　　木　　　ネ寸久　男●　1．緒　言　　　　　　’．　　　　　　　　　　　　　　　　j　前に東大鳳教授の御助言により，近畿日鐵，上本町管業　局長影山光一抵の積極的な御指導を仰ぐ機會を得た筆者　は，敷回にわたつて高安車庫その他に於いて，長年月に　亙む未解決の難問題として残されて居る所謂，高低混鴫　事故たっいて詳細に現場の方々の御意見を聞くことが出　，　來た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　その結果この事故の原因スイッチイングサージ（Swit−、、chihg　Surge）によるもの’と推定し，先づその正撮を突　止あるべく約10日間にわたる實測計責を申出たるに謝　L，御多忙申多大の御便宜をはかられ，無事に豫定め實’　測を終了し，從來不明であつた幾多の戴値を把握し得た　ことほ極めて欣快に感ずるところである．　　、　然るに問題はその事故防止封策の具彊化である．近鐵に於いては過去’10年以上に亙り月干均5回の高低混暢事故が護生して居る．叉最近電化された上越線に於いても，饗電所の高速度遮籔器う焼頃が敷回あリナo！cv　一　＼し／’　　　　一！700V　　　’第　1圓イングサージは各所で登生して居るものが偶然に重童する様な場合があると極めで危瞼な高電匪になることが豫想される．之は人爲的に求めるよりむしろ自然雷を記録する場合と同棲の方法を用いて長時間記録を績けること　　1により有敷なるデ＿タが得られる，　近鐵の高妻車庫，青山攣電所並に彌力愛電所に於いて瞬時現象撮影用寧掃引ブラウン管オッシログラフを使用　　“し，始登より終護まで蓮績實測を行つ＃u．蓮輪省の入王　　　’子蔓電逼，‘紳戸鍵電逼，高崎愛電匿及び澁州鍵電匿に於　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　’いても全く同檬な方法で記録が得られた．2．2測定結果結果猿討れ鴎ぼの如くである・緬ge現靖1る（一）波形とS�utch−（rff−Surgeと見られる（＋）波，形は大豊同じ敷だけ記録されたが，夫々の最高電塵は第　　　　　　　　　　　＋7900・V・壕の如く（＋，）の方が危　　　　＿一＿V’一’　　　　瞼の程度が遙かに大きい・伽卿　＿”・・　第個に醐・於け・　　　　　　　　　一　　　　　　　一1．7KVのサージ，第2聞　　　　78⌒パ∴麟�fK》�c．　　　　　　　　　　　　　　　　　　の波形から考えて等憤的に　　　　　　　　　第　2　圖　　　　　　　　　　　　　　　　　〆波頭　200μ8×波尾1000声電氣機凋車を1年rn｝・に30　Wtty上も焼損し；C居る．借最、　　コへ　　　　し近汐留鍵電所に於ける高速度遮勘器9嚢焼失と云う大事故も鞭生して犀る．之等の事故はすべてZイッチイング　　　　　　　　　　　　モサTジ．b：關係ありと推定せられるものである．鐵道電化協會に於いてe＊｛tbの事實を問題頑せられ，神戸1紳田，1高崎，澁川の各憂電所に於いてスイッチイングサeジめ、實測を計書され當ntPtsらも参加する機會を與えられた．　之等の實測結果に基き直流1，500V回路の絶縁協調問題が論ぜられる日，も遠くはないのであるが，事故継が確立する6！？IX絶縁協調問題が片付くのと同時であらうことは云うまでもない．4測鰯ピ蹴己轍己醜塵曄曝高安車庫青山饗電所彌力饗電所八王子　　憂電匿紳戸憂電匿高崎饗電匿測η憂電匿　　’51回1　　75　　　1436　97　82．14・十2．5KV十7．9十2．9i十4．8十4．2十2．5十2．5＿1．7KV　　li−o．ゴ，　　三一α4　？　　・llミ＿パ・　　　’剤　・　ノ　‖−2．35＋o・5　　，　・1十〇．6・　　　、　　　　　　”あ、‘2．直流1500　V韻電線に出現するスイッチイ　’、　　ングサTジ2．11測定方法電車及び愛電所の高速度遮勘器などの護主するスイッチ　　　　　　　�m第　1．表　　　　　　　　、・r位の卵やかなサージと醐穴とthsasasよう・”　t　、．．・、2・3考　　察　　　　　　　　n・　　1　　、（1）・高安，青山，彌力の3個ffの記銭戴は夫々51，74，14となつて居り，青山が最も多く彌力は極めて少かった．‘　べla其の理由の一つとして廻鰻艦，水鰹流器，饅電線．，t［勤繍�l�l讃嶽蹴�m’．弓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’x、＼’：1tt�`i�n�n∵こ二∵二iご・三警1：三で三三一1言∵�nで�nτで三、　2鋼頬撒器8°9・鰯線、12°竣なつ裾る・−‘バ　　彌力に於いては殆んど並列蓮博でサージイシピーダンス三轟�l；≧〉弩�f�f鷺璽遼纏雷　　　の永銀整流器はサージインピ肖ダンスが大きく；サージ　　　を吸牧しない爲記録敷が多かつたものと思われる．高安　　　に於いて割合に§己録敷が少いのは車庫の關係上饅電線が’　　　多敷並列に分岐して居るのでサージインピーダンスが少　　　く記録も青山より少かつたものと思われる．’　　　φ）電軸齢・一ジイYピー〃・は・一一，ター並列　　　の場合002で蓮博中の電車はサージを吸牧する様であ　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　●）ぐ、一ミ肇ξt．，｝、4　　”　　　　　　　　　　　　喝芦　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　第」．　3　園　　　　∵．い　　1る．．その例として　　　　一t　　−　　　”　　　　　　　ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（イ）　ラッシユアワーには却つて記録敷が少い・’又青山　　　の様に里線匿間で附近に他の電車がない場合電車が通過　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する毎に記録された・　“　　　　　　　、　　　（ロ）青山蔓電所で測定申O時以後，彌力愛電所のみ蓮　　　轄し，電車が名張車庫に入替して居た時Switeh　in及　　　・びbffの度に必ず記録した．　　　（ハ）電車が近くにある時，饗電所の高速度遮漸器が飛　　　んでもトロリー側はサ・一・ジは電車に吸牧されて現われな　　　かつた．　　　（3）今まで3KV内外の記録しか得ちれなかつたのは　　、人鳥的のサージのみの記録であつて，偶護的に之が重盤iL・P’　　する機會もあるζとに氣がつかなかつた爲であつて，今　　ン回は始護より終護まで連績長時間に亙つて測定した結果　　　上勃標な異電に高いサニジがmaし得ぺ�Mと思われ　　　る’　　　　　　、　　　　　’　　　（4）電車の饅電線は高塵線，特高線と並行して桑設し　　　て居るので電車自膿o）褒するサージ以外に高堅線及び特　　　高線に於けるスイッチイングサージが誘導してi韻電線　　　にも高電堅が生ずる虞もある．　　・「2’（112）　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋／づ・［三，ピ・�g　　　　　　　　　　　　　　　　、　∨、di’■〜　、、　　　t／　　　　‘　（5）’tの結果か硯て月に何回力≒は功理縫めサ　　“ジが出耐る可搬があると云5ことが出來よう・∴ぽ輔で鮒る腎w・t・hi・g・Si・・g・　・　3・1測定方法　　・！　（イ）ブラウン管による實側は，上記2．1と全く同じ　方潰で，電車にブtz・”“キをふけて，高電厭の褒生し易い　個所のサージを過負荷綱電器を止つたま刈動作せしめて　　記録した．　’　　　　　　　　　　　　　　　ノ　（ロ）クライドノグラフによる實側｛お電車テ異常電堅　の出現しそうなところ6ケ所に取付け，蓮轄中のサ声ジ　を記録した．（第3固妾照）．　3．2　測定結果　　　　　　　　　　　＼　　　　’　（イ）　ブラウソ管の記録中最高のものは800Aで過負　荷綱電器が働作しだ時，その（一）側に7．4KVと．云う　　　　第4圃　クライドノグラフによるti　’一ジ　　　　　電匪測定結果，最大記録は5，500V，　　　　　詑録位置は第3圓に於ける（5）　　　　　〔Overload　re］ayの（一）側｝　大きな異常電塵が記録せられた．筒，伺じ電流で同じラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インブレ÷カーが渤1乍しても褒生するサ←ジは15．1KV，乃至74KVと約50％の範園に散らばること、もわかつ　た．之は個々の場合のアークリ切れ味の相違の爲と思わ　れる・　　　　　　、　　．　　　／　　　’　　　　：’…　（ロ）クライドノグラフの記録は高安車庫内，高安東青　山閲及び東青山彌力ren　yD　3回にわたつて行われた．之等　の内最高は高安鯖山間運博試験の際の名張東青山間で　　、　過負荷綱電器の（一）側に記録された5．5KVであつた．　第4圃はこの場合のクライドノグラフq）記録であ．6．　3．3結果に封する考察　ブ乏ウン管オッシin及びクライドノの爾記録共に最高電　塵は過負荷疏勧（一）側に出て居る・之は今迄の高　低混個事故の統計と’致して居る．事故の襲生が0．L．R　の（一）側に起るのはコイルのインピーダンスの篇にサ　ージが押えられる結果と考えられるが，その封策として，　　　　　　　　　　≡≡菱醐●VOL．22　NO．4・1948　　　　　　　　　　　　　　　　⇔　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　’／　　　t”　」　　　　　　‘　　　1　’−　　　t’　　　i　．）J．7ぎで�n1ぎ�nぎ：簗罪ごで澤で：響鷲ぎ竺�n�c；三竺ご元鷺ごぎ幾　　　　’　・．，　・・�d　　　＼　　　　　こ，�i．一＼’・　　w　　：　ぺ　．．；（1�l環漂鷲農騨｛ヒ叉呼、‘4．電氣車器具のSurge　St’rength　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　4．1試験結果・　・　電車の高低混璃並に雷による災害防止勤策の資料を得る’爲に甲分に凱て麟跳醐を實施しパ此礪の　データは今後も多敷のデータを集積しなければならない　が，今までド得られたものを表示すれば第2表の通りで　ある．　　　　　　、　　　　　　　　　x　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／寄　　’、被試瞼器具一（一）1．5∨40μ8　放電電堅　　　　　　　　　　　　’備／　考　　　　　　丙電動機整流子　　　　　、電動子コイル　　　　　　　　　　　、1810KV・27．2MT−40新品tt、　　　　　●，ユ・ジトス〔�f・「t　　　　　　　　　　　．〃（使用申のもの〕’●1　　5　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　’　　　　　　　　．、　〃　　　　　　’　ク�Q　　．　e’31．22τ6　＼11．615：516．0　　　　　　　�`15・57．5　　、（＋）端子一低匪　　ケースー括，（一）クー　ク（＋）端子一ケース　　〃一低睡（一）端子≡ケース　　〃一醒低堅一ケース．過負荷纏電器（新品）．18．5　　　　　む　　　’直流放電値16KV万ft一熔　・片　　　　　　　　　　　■　　’’600V級管制器　　　　ド　11．2禽ピ14．4KV1　　　　　　　　　　　第　　2　　表　　　4、．2　二重絶縁の問題　　　直流の器具には二重絶縁の技術が廣く行われて居るが，　　　上記實瞼結果よりすれば面白くない．二重絶縁の場合にk　　は多重間隙の理によりケラスが甑・て居ない場合よりも　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　〆　　　低い電匪で破壊するかも知れないと恵われたが，上記ユ　　　ニ“7ト・スイッチの結果より見て破壊電塵には殆んど差　　　異が認められなかつた．結局二琵絶縁をしε爲に破壊電　　　塵は高くなちないし，一度破壊きれた場合を考えると二　　　重絶縁なる爲，｛�Q側に損傷を及ぼし損害を鑛大する．　　　所謂高低混濁となるのであぢ．此の酷ケe−’スを接地して　　　おけば低堅側の損傷を防ぐことが出來る．とにかく衝�a　　　特性の見地より見れば二重絶縁は全面的に慶すべきであ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　　　るが，その存慶に關しては更に各方面から研究すべき問　　　題である．　　　　　　・　　　5：電車，トロy−，レ“ル，廻輔饗流器及び水銀　　　　　整流器めサージ・インピーダンスか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　，直流1500V電力回蕗に於けるザージに就いて・木村’｛　　　　　　　　　　　　”　　　　　　“’t　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、「　　　　　　　＼；竃1餓麟遭膿竺劃き嫌霞�f竃餐麗囎；：：叉如何’ぷ　’　　　　ポ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　過渡埠象直幌装置禽‘〉、供試回路　　　　＼　　　第　　5　　圖　：5．5　實測結果、’電車自瞠，電車線及び各饗電所に衝撃波が侵入した時の實敷抵抗の測定結果の概要を表示すれば第3表の通りで　　　　　　　　　　　　　　／−　　　Lある．　Sl／・．liヨ　　・“！ぽ熾流灘所熾る醐動，溺東青山墜電所に於けるBBC製2000　KW，1500　V水銀整流器の憂塵器一亥側“33KV回路に，昭和22年8月に線路に落ちた雷の進行波による破害があつた．33KV　　�_套管が閃絡噸し職整流器は醐し配電盤を髄しk．・ll　スイッチイングtr−一ジのみならず雷の攣電所に及ぼす三．影響を知る爲にr過渡現象直幌装置による電位振動を測定した．　　　　　　　　　　∨　　　v　　　　　　　　　　　　N　交流側33KV回路の標準進行波200　KVの襲來によ，り直流側に15KV以上の異常電堅の生ずる場合及び直流側より15KVのtr　’一ジが襲來せる時それ以上の電位　　．　Jl鶴欝篇欝禦＝�f灘よ‘1端子圖概要を示す．（第4表申の符號は第6畦照）この結果から見ると，水銀整流器の1500V側のレベ、　　’／＝cは15KV　より遙かに低いと思われる皐こ拘らず15　K∨以上の多敷の記録が得られた．交流側，三相一括又は一相よb印加の時にも，15KV以上の二次電堅が得られる，直流側より衝撃波が侵入しで來た場合は交流側の誘導より直接的に影響が大きく，整流器としてもイシバータ⌒；ご�f�f蕊麟羅：；；三｝　　，’　SL・　『　　’，　、．1（i・3）ぼ　；　　　　　　　　　　　　亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．』　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　K，、；　酬一’9’；、5欝≡�n〆⌒1．　，’！s駐ド∵ド・6E，ll、，、ζl　　L、’1郷懸ぴ煕懸瓢�n1�i牢�h1：でで「三・一�n：黒　　　＾・　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　．’　　　　　，　　　　　吟　　　　　　　　‘　　’L　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　�j　〜　　　　　　　’＼φ二・：1三戸庁で叉ご麺R．アパ　　供試回路サ←ジインピーダンス9電車k←‘　　　　　　一」L　　・　　　　．｛第　6　回、”　叉働孤回路の振動はかなり顯著なるものがある故注意を”’要する．　　　ノ　　　直流1500V回路にはスイッチイングサージでは10　　　　　　　　　　へ’　KV，雷では30　KV位の電睡が出現することが考えられ　　るので上記結果から見て，直流側器具のレベルは現状よ　　り遙かに高いことが要求されるのではあるまいか．や　　　　ご　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヅ　　7．廻轄愛流機愛電所に於ける電位振動　S彌力憂電所に於ける廻臓流機の測定回路は第7圏の如∴管くであるが逗轍による内輝位振動X態は樽整流　　器の場合よb危瞼の程度が少い様であつた・一　　　回軽灘流器のみの電位振動時性で危瞼と思われ　　る場合は，�Fより印加，’�G〜�K開放，�R挑地，�S：1”綱銚の場鍋印蔽形…郷糾�Oの饅電線主回路直∬第1ノツチ・・…一・r・v…　”　並列第11ツチ・・・・・・・・・・・…墨羅離鍛：：：：：：：：：：ll：：1：：：：．、、。。103　58．62900高安車庫大阪方面上り（2本濃地レ＿ル115−　　　　　”　　　　　　　ク　水道100鑑麟璽1�b東青山一線に印加　接地負　・’線　　220　　　　　〃　　　　　”　磯物，　　18050＿彌　　力布施上り（1本）桜地負　電線　　　　布施上り下り（2本）ク　〃　　　　高安方面上り　　”　e　、　　　高安上り，布施上り，一一括　　　　　　　　　　接地負館電線　　　　高安上りV’り，布施上り一括び‘18012070鹸上り祐謙豊鞠�`6°接地負韻電線　6P．　　端子に108．5％の異常電睡が現われた・之は配電　　盤裏に噸されて居る界磁雀線回路であつた．　　　次に愛歴器1醤に回鰻流器：1量（L．M．）が接　　績され，鍵匪器一次側に衝撃波を印加した場合，’　　各集電壌及び界磁回路�Sの鮎に夫々　2．9％及びtt　3．4％の電位振動を生ずる．憂堅器一亥側は20KV　　であるから，標準波を150KVとすれば集電項に　　a300　V・　’配電盤裏Q�Sに5100　Vの電屡が生ずる　　’こと｝こなる．　　　　’・　　筒，回鱗流機2蟹（L．lif．及びH．　M．）に鍵　　4　（114）　　tt　　　　　　　　　　，　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冶　　　　　　　　　　．（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1高安車庫レPル1本の中間に印加　　　　　　　　　　（2本’htに當る　60　　　　レール1本一括（4本分に當る）30霜青男魯灘欝麟纏�c　　ζ§水銀整流器用憂璽器二衣側（青山）・・・・・…　　80廻轄墜流器1書（彌力）・…t■　一・・・…∴・…　48　　　　f　　　　　”　第　　3　　表・　　一’　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　塵器が接績された實際の使用状態に於ける結線に於、、て’は�S，�G敵共に印加波より小なる振動を見るのであって　危瞼はない模様である・　　唯，前の水銀整流継電所の場合も同様であるがプ直　’流側から襲來するサー一ジはスイッチイングサPジで　10　KV以上，雷で30　KV位を豫想せられるので配電盤に、直接この電堅が印加せられる結果，現在の配電盤は恐ら　くこの電堅には耐え得ないρではないカェと思われる．直　1　流側の配電盤の耐歴試翰等は今後重要なる研究課題であ＼　ろ5．　　　　　　　　　・　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　■、／　電堅印加回路條件　1酬繊離〔、。。灘職の胎巴晋轡一絡蹴1・　　　　　　　　　1　　　　　　　　ノ櫓一＿＿�J26．6KV；ξ6�Sω　　　　　1�Sμ，砂，500□接地洞　　上〕1艦饗灌�M剛一一一16�@�A�L�M�Nビ括印加〔15KV印加の場合〕�S�Mω鋼難．，鶴　同　　　上〔同　　　α上〕　　　　　　　　．　�Sμ，”，慨500ρ接地轍接1勤の間に　　　　　　　　　　一　�B�L・＿A＿1616、5，一一　　　　　　　　　　一｝き：115．5�O【同　　　　上〕．臓�f撒畷地�O⇔聞0正μF挿入�D�F二�JL�J器27�`　　’上〕�Sμ，び，ψ，開放低堅側開放，．中性鮎接地18〈＼第　　4　　畿≡≡菱電機・VOL．22『NO．4・1948、1’ど、ノ願1糟響轡響解ご←�n野’、で�c7野�n璽ご　’　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　♪　・　1．』，　　　　　　　　　　　’　　　　　　　．　　　　　　　　　かえつて低歴口出部の多重砿壊を誘引して電弧によf8．結　　君醇線碍塒々7000V程度OPスイ・チイング・ナージが襲生して居り，電車内に於いても同程度のスイッチイ　・シグ・サージが護生して居るとすれば，偶々之が童璽すLる様な機會があれば10KVを容易に超過することになり，前に行われた使用中の器具の耐塵が10KV程度に低下することを思い合せれば，當然閃絡事故の登生することが豫想せられるわけである．由tA，c．由　　　　・t　　・　　．’　　第　　7　　圓　　　即ち多敷のスイッチイング・サージが護生して居る電　　車系銃に於いて時間的↓空間的に之等が重墨する確率が　　あるわけであつて，この確率が月干均5回の近鐵に於け　　る高低混胸事故となつたものと考えられる．、　　、己　　　事故防止封策としては　　　　　］　　（1）事故を稜生する電車内に既に閃絡電塵の70％位の　　サージth：X生しているのであるから，之を減少せしむる　　を必要とする・　　（2）電車線を往來して居るサージを吸牧して相互の影響　　を少くする必要がある．　　　　　　　　　　．　　（3）電車の絶縁強化が出來れば最もよく，更に50％も　　閃絡電堅が上昇すれば，高低混鰯事故は皆無となるであ　　ろう．即ち使用申の状態で15〜20KV程度のレベルを　　保持することが出來れぽよいわけである．　　　具瞠的な事故防止方法としては，二段切，避雷器，静　　電蓄電器，直th　15　KV試鰍を電車の出庫前に行うこと　　等が考えられるが，信號線その他の影響を考えて最も實　　用的な方法を考察すべきであつて，今後の重要なる研究L　　課題であろう．　　　　　　　　　　　　　e，　　1500V用器具の閃絡が白1ち高低混胸事故となるのは　　所謂「二重絶縁」1：iliの原因を登見することが出來る．　　’「＝重絶縁」は衝堅閃絡電塵を上昇することにはならず，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　直流1500V電力回路に於けるサ声ジに就Y・て・木村’Nロb’災櫟に酬。ぽの，蹴。る．之を防止紗弓且つ現在の構造を利用する爲に，從來プロートして疏’　〜ケースをフユーズ（1500V　DC用）で接地（negative’1　　　　　ロfeeder）することが推奨せられる．之は唯一度の謙、具の閃絡事故は・砥回路に無關係にクリヤアウジ、r（Clear　Out）することが出來ると思われるからである．　昭和22年9・月23日より10月4日に至る長期｝：亙　．つて行われた近畿日鐵に於けるスイッチイング・サ＿ジ　の實測は，伊丹製作所技術部長大柊事及び電鐵課　’　長松田技師の御指導と御鞭燵を得て，研究所の山田，　安藤，蔭山，原陵師，・伊丹製作所技術部小川，北川　加藤技師，肺戸製作所技術部片岡技師が参加し，麓rt’．’　來未だ報告，＄12tて居なかつた多敷のデータが辮　られたことは最も喜ばしいことであつた．氣候のよ・嚇期ではあつた脳灘牒が6．日間もあρたこ1　とは相當の過負荷であつたが，豫定通り測定が終っ　たことは實測員諸氏に敬意を表する．’’　　　　●　　近畿日鐵取締役岡稔氏’t上本町螢業局長影山光；’・4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モづ　氏，車輌部長辛川武夫氏，工場課長片山忠夫氏，電��力課長植田正一氏∫赤尾公之氏，田村作松氏，そ軌、　　他關係の方々に於いては，あらゆる御便宜を取はか　　らつて下さつたことは，測定の途行上，我々の感謝に堪えないところであつてe實験に封する積極的な御指　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　導，御協力と共に厚く御禮申し上げる次第である：　我々が把握し得た之等のデ’タに刺戟きれ，且つ度々、の大事故に關心を持たれた鐵道電化協會では蓮織省の直流1500V回路についても，スイッチイング寸サージを實測する機會を與えるぺく御骨折下さつた．そして東大電試，東芝，日立等の雷實測に練達の士を動員し，我々も之に参加することを得セ事を解決せんと努めて居る．、　この間題の解決は相當難しいと思われるが，不可能どは考えられない．國鐵の直流電化計置が績々麟せられる時に當つて，スイッチイング・サージの聞題は，その行方に横たわる最大の技術的難問題であつてs’電鐵事業者及び車輔メーカーの注頑の的となつて居るのも無理はないのである．出來るだけ早�_機會に，この外國にも類例のない直流1500Vの大電力網の瘤を取り除く必要があろう．　　　　　＼　1　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　ヨ　　　　　　　　●’　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1・5S　5　ili　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ烈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’iil’：ii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−、適‘ひ　　：il　fJ、、／、1”＿一［・f”i＝“：　J：三�nN−’一一一「一　　一　ニ　ーTTT−＝　F　ilF．一＝1‘サブマーヂトメ　　　　　　　　　　　　　　　　　、ル・ト熔接に臆用せら動熔接・装置に就い　　　●ブマージト／ルト熔接に麿用せられる，三菱’UA型自動熔接鵠置　・　の試作に當0その構成，動作，性能，三特性等につt《て記蓮L，　．　’　本磯を佼用Lで熔接を朽つた結果についで紹介Lk。ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊丹製作所，　　　　　　　扉1、．　’1．緒言　、　　　當置に於いてほ夙に近代的璽工業に於ける鐙鋼熔接，就　　　中その高速化の寮要性に着目し，自動熔接襲置の研究試　　　作を行つて來た．その結果第1號機は昭和’18年試作を　　　完了し種々試験を行い，満足な結果を得たが，引績き廣glL、び熔接機使用者側の意見を徴し種々の酷に改艮を加え，　　、より簡軍輕快で使用簡易，而も性能良好な新装置の研究　　　を行Lrその一部は熔接學��誌にも護表したが今回その装＼　　置の試作を完了したので娃にその梱要を報告する．　　　⊇般に自動熔接の特徴は，　　　ア．作業の高速化．t　　　イ．熔接結果の均一並に優秀なこと．、　　　　　・‘�d　　ウ．作業者の熟練不要なこと等の鮎にあるが更にサブマ’‘’，．　　．一ジトメルト熔接を適用すれば，卜響響讐驚響1欝11iil．　’∨十1　x’れるて　　　　　　　　　　　荒’　井　　潔、　　　　　田　　中　　，　薫三・高靴する．‘　　　　　一　　，　　　　オ’t移電極棒使用め可能なること．　　　　カ．烙接結果の均一並に優秀性が一層向上すること．、　　　　キ．作業者が電弧より登する紫外線の爲に受げる障害を　　　　　防ぎ，作業中の不快感を除去し宜作業を容易にする　　　　　　　　ゴ　ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　等の利黙がある．　　　・　　　今回試作L．tc自動熔接装置は上記の特徴を有しているこ、　　　　とは勿論であるが特に　　　　ク・電極棒溌給の制御に電子装置を適用し，クイックV　　　　　スポンスの敷果を翠げたこと．　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベ　　　　ケ．操作及調整を極めて容易なものとしたこと．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　コ．使用電子管の敷タ最小限2個に止めたこと．　　　サ．調整範園を自由に且，廣範園に選び得ること．　　　の諸黙に依り性能の優秀，装置の簡軍，維持並に使用のh　　　簡易の實を畢げている．寸以林熔接錯喘成，嚇螂離並｝・端接’　5ll響1響た結�f灘’　6　（116）●第三r圃　三菱UA型自動熔接機t　　　　　　　　　　　　　　，〆＼｛　本装置は大別して弐の5部分　　より成る．　　ヱ　自動熔接頭（第1圖A）　下記軌條の上を左右に移動す　　る蚕車の止に組立てられ量車　移動用直流分捲電動機，同減　速歯車，電極棒邊給用％耳P・　直流分捲電動機（減速歯車丙　・藏）及操作盤等が附麗して居　　る・操作盤には　（1）熔接電　源開閉用電磁接濁器の開閉を　操作する操作開閉器パ2）電‘極棒の上下を操作する操作開”i閉器・（3）サイラトロン陽極　回路用タンブラースィッチ三i菱電機・VOL　22　NO・4・1948t、、ザ’撃三・贋�cぎ響�e膏丁贋云こ騨竺て�n丁ご：�n二で�kでアで�n7二ξ璽轡瀬い　　　　　　　　　　．．，　　い　’　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　↓　（4）移動用電動機の移動を操作す　る操作開閉器　9S）熔接電塵計　（6）熔接電流計（7）移動用電動機　速度調整用抵抗器等を備えている．�f騒�fせ。もの学　で脚には移動用の車を附してある．　巾450走行々程5400〆　ウ　熔接用墾塵器　’　220V電源thlら熔接に適當な電塵　を得，併せて熔接電流の調整を行　うもQ“C；下記の定格を有する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　軍相油入自冷式　　120KVA　　　　210V　1500A　　二次開路電匪　’80V（68V〜　　　．91V5段に可饗）　　．　　罐錫濃；蓮�f（可・　エ　制御盤第1薗C）　鋼板製キユーピクル型爾側面扉’．．附高1200巾600奥行625　盤面器具1．直流電塵計（移動用　並に麟用電動機用）．2．直流電　流計（移動用電動機電機子並に界’磁電流及棒邊電動機界磁電流合計’用）3．直流電流計（麟溌電動機も　聯電流月目）　　4・　電弧電塵匡言周整　器5．二極軍投双型開閉器（制御　電源菊臨用及直流電源開閉用各一　個）’6．電極棒邊給電動機感度調、　整用抵抗器．　　’、　　内部に取付ける器具類、　（�@直流電源用セレン整流器（同、　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4圏　　右用愛墜器共）　（2麟電i醜輸御用放電管（サ　　イラζロン）　（3）同上用饗睡器　　　　　　　　　ノ　（4）サイラトロン格子傲‖御装1置　　・．馴電魎酬難器b．　　電流電堅整流管　　¢．濾波装置　　d・尖頭波漿饗器　e・’移相装置�`轟蟹側。開肪もので定郷下記の勤騨る・　　　　　　　600A　’　　　550V　　　　　　　　　　　ト．自動熔接装置｛こ就bて・荒井・田中　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　♪　多。，≠賀荷第2圖サイラトロンの結線法　陽　極．電　圧3002◎0！00一3　2　！　0　！　2／3十　　　　　　　　　格子電圧”（レり　　　第細藩彌塵の蹴値　　　　6之、　　　　　、＼◆’、・、o−一α一’●心4ぬ、　時間一　’正弦波交番電匪に封する格子電麿の臨界値、　　　　＼　　　　　L‘　　＼二次　　　　　　コ　　　　　　い　　　　　斗〃d　　　　i，　　　　　　　直流〉、　第5圃　尖頭輝器の構浩　　＼r　．　・’　，　t’　；　．’　・�_一t’K−　t　β’　　　　ゴ　3．動作　　　　　：　　一・’‘…欝灘讐翼簑巖．、　ので，煩雑であるが本襲置の心臓　　へ部と緬すべき格子制御放電管及　v．’びその格子を制御する尖頭波饗堅　二．　器並移相装置等について梢々解読　’　Lt　的に記述を加え，これ等を緯して　　1　本機能を読明する．　　　　　　　　一　ア　格子制御放電管　　　　　　’　　’　　（サイラトロン）（2）’噌’　格子制御放電管の一例は硝子管内　　　1　を虞安とし，其中に黒鉛陽極，i　ツケルの表面に酸化バリウムを塗．　布した陰極，及び之を加熱するた　　”めσタングZ．テン繊條題プデシt・ぐ一　を以て網状とし陽極を完全に包園　バ：　する如くした制御格子を微量の水　・．一〆　銀粒と共に封入したものである．　，、今第2圖の如磯線し加熱繊條｝c　　’　電流を流し陰極を加熱すると，陰雛�f‡蕊�f濃ゴreち　Sを開いておいて）して陽極陰tt　極間1こ交番電睡を加えた場合には　此の電子は，（電子は負の電氣を持　つた徴粒子であるから）陽極電位　　n’　：　が正になつた瞬間陽極に加えられ　　　　　　　　　　　　　　　＼　る電匪は交番電塵であるから陽極　の電位は毎秒電源の周波敷と同敷　だけ正負の電位が繰返えされる）　陽極に吸引せられその電氣と陽極　に與えると共に；陰極陽極間に充　＼’　満している水銀の原子（管中に水　銀粒が封入されているから氷銀蒸　氣力涜浦している）に衝突し水銀　原子を電手と陽イオン（電子を失　　　1　りた爲に陽性と叫つた水銀原子）一　に分解する，かくして出來た電子．　ご　はやはり陽極に吸引せられ，その　　．　途中に於いては更に水銀原子を電　　’．　　　　イ　離して電子と陽イオンを作る．こ　　三の様な現象が累積して陽極には無∴；　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敦の電子が，陰極にば陽イオンが　　．」　　　　　　　　〆　　　　　　　｝　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　にヘプも　　　　　　　　　　　　　　　（其7）　7’　，　　　　　　　　σ　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「フ・　　�u●！．’』らピへ1巳｝○働込み，綱嚇から陰極壇ILri・J　から）ぴ　　然し乍ら陽極の電位が負になると1言　撒間に存在した電子は陰極に，鵬違灘購�f�f．ll，、L．．　　と反劉方向に流れる）これを蓮電C灘云5）・・其の後は嚇漁ト∴”電子を放射し難い物質で出來ていトニペ仁　　　るから引績いて逆電流が流れ汐こ1’｛　　とはなく停止する．じ；�l鎌灘鼎．　　流を許容する，邸ち辣作用を有すr、噸。、’．∴｜：　　次に締の作用を翻する頑　　　2園に於いて8を閉じ格子た負電　　　位（例えば一2V）を與えておく！9　と嚇斑遜（例えば200v）　　　になつても陽極陰極間の放電は起Pi　　　らない．これは電子ヵミ陽極を取園ノ　んでいる格子の負電界のために反L＼，，1語璽牢轄寧�nで三�c�n�n∵：六三’・←　　　’　　　”　　P　　　　　　’　　　　　　　　　　　　＼　　一L　　　　〆：iL［」7・，警警冷葺肇雰騨牢・亭警叉日響嚇　　　　．二　　　　　　　　　・．　　1　　　じ　　　　　　　1い　　　　　，　　　　　．4　　・　　、、　　・1�d　　‘．房　．　　1　．，　　1　　一勇、11し一↓1一　　｛Mン1．共　　　1！〉％’、！　、！　　、1ノ’ノ念、　　！、　ノ、’　、、　　膓＼’／　’、，．　　　一時間第6E圖　尖頭波難器による　　　尖頭波護生の原理　　1⇔、／　　、ノ　　　、⊥一＿＿、％・薩・　　　　　　　　　　’ぺ、ぐ『！一一・一一．！」％、　！、、ノ、与匹ノll　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　l　i1　　「オ・　｜価、ハ　　　　　　｜　　　　　　1’1勿第7圖直流働磁による｛eK波護生位相の攣化援せられて，格子の網目を通り扱けて陽極に達することが田來ないからである・　　　　1　　　　　　　　　。然し格子の負電位を小さくするか（例えば一1V）或は陽極ρ正電塵が高くなる（例えば300Vノに）と格子附近の資電界が弱くなるか，或は電子の速度（從つてその有するエネルギー）が大となつて楕子の網目を突破して電子が高速度で陽極に到達すると共に途中で水銀原子を電離し前記と同じ段階により大きな電流が流れる．此の状態になると放電管中には多敷の陽材力遅弊・・て瀦子の周固を取園み負電界を掩いかくして了5ので電子は容易に格子の網目を通過し得る様になる．此の様な状態になると格手電　　’t　　・＿◆1ぶ　　　　慨．　　　　　　　　　　　N　　　　　（∂ノ　　　　　　　　　　　（6ノ　　　　　　　第8田　移　ホ目　翼≡　置1．　ド　オ　　ヒ！｝’：レ，1ごF・∴3’1�d1ら　’卜，�d　　．　　、　　L（118）v　　　　★ノ　∵　　　　　　’　　　　　　　　　・位，陽極電塵を元の通り　（−2V200V）に戻しても放電は纏績さ　　．れる．邸ち放電管の格子は放電開始の時期を制御し得るが，r旦放電が開始されたならば陽極の電塵を電弧電塵（約10V）以下にするの他容易に放電を申止さぜること，は出來ない．　以上述べたことにより既に氣附かれた事と思われるが陽極電麗と其の電膣に於いて放電を抑止し得，る格子負電位とは相封關係にあゐもので，此の一例を曲線に表わすと第3圖の如くになる．圏中陰を附したる範園に於いては放電開始一∨　　　　　　　　　　　　　　　　　　kは不可能である．例えば格子電位一1Vに劉して陽極電塵100Vでは放電不可能であ冨が150Vでは放電が開始され，その後はたとえ格子電匪を一3Vにしても，陽極　　　・電塵を100V（或はそれ以下10V位迄）に下げても放電は止まなL・．’　使用状態に於いては格子制御放電管の陽極に加冤られる電塵は正弦波交番電塵であるごとが多い．從つて時々刻々鍵化す　る陽極電堅に封臆する臨界格子電塵の憂化の關係を曲線．　に表わケと第4薗の如くになる．卑ちtlなる瞬閲に放’4電を行なわしむるには，その瞬閲に格子に加わる負電歴がO，　．Aなる値以下（絶封値について）．にしてやればよい，かくすれば整流電塵の波形は斜線を引いた部分とな　り電麿平均値はその面積に比例する，叉，‘2なる瞬間に放電を開始せしめれば縦線陰影の部分の整流電塵波形と其の面積に比例した2ii均電塵即ち前の場合より低い雫均　電塵を得るわけである．、　かくの如く整流電堅の干均値は陽極に加えられる正弦電塵中の如何なる位相に於いF放電を開始せしむるかに　より饗化せしむることが出來る．’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記の通り放電を開始せしむるには格子電位を其の瞬間の陽極正電歴に封懸した電位迄高め“やることが必要であるが，こφ様に所要の瞬時に自動的に格子電位を高　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺめて放電を開始せしめる役を受持つのが次に述べる尖頭波憂璽器であり，移相装置には放電開始の時期を人爲的に調整せしめる役を受持たせる．　　　　’イ　尖頭波鰹歴器（：　）　　　’　　，＼尖頭波愛懸器は鐵心が普通の継器と少し趣を異にし第’譲電機・Vot・Z2　NO・4・lpa81璽言テでギエ・�c：籔で庁無そで三言ででで：◎三⊃三言≡�iぞ〉元∵三畢ごTiFill〈li罵●9s、≠　　　　　　　　　　　　　　　　　．t　”・　　　　　　　Y　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、15岡に示す如く二亥巷線の巻いてある鐵心め箇i百は小さく，別に漏涯磁路Lが設けられている．一次巻線に加えもれた交番電塵巧に封して鐵心中の磁束は位相が約9σ遅れて第6Wφ1の如く饗化す礁である力轍束が多くなると二次巻線の巻いてある鐵心は，その鐵面が小さく作られているのでiちに飽和して磁束は増さず，圖のφ2の如くになり　’残りは漏湛磁路L中を通る，元來樫線に誘起される電屋の大きさはその巻線に鎖交する磁束の愛化割合に比例するものであるから）此暢館捲繍・誘起され・酬ち警はφ2曲線の扁亭な個所にてはその値零となりφ2の値に急憂のある個所印ちφ2＝oの前後に於いそのみV2の如き急峻堅な電匪巳ロち尖頭電堅を畿生する．’その畿生する位相ej　一衣に加える電堅VIの最大となる位相にr致する．從つて一次に加える電塵の位相を例えば次に述べる如き移相襲置により鍵化してやれば，尖頭波電塵の護生位相を憂化ぜしめる　ことが出來る．　’以上は最も普通の尖頭波攣堅器であるが，本熔接装置に使用した尖頭波憂堅器には別に　　　　　　へ直流働磁巻線（第5圏申識線を以て示す）を有　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　ちs2、し此の巻線に流れる直流の方向及大小を鍵化せしめi、CS’，下記噸理により尖醐輪登　　　第9圓三菱σ哩醐鹸馴御剛�噛｢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　’生移相の進遅及びその程度を饗化せしむることが出來る．直瀬灘繍こ直流樋じて＆ると第凋｝こ示すec｝：　’　，輌RPMノ500藩疑怠り繰112◎0ノ00／20ク電舞／ooo　華，800　昌・　漣　6ω1・a・200　　’　0　　　！0　　20　　3ワ　　40　　50　　60　　？0　　〆　　　　　　　　一一電弧電圧　　　　　　　　　’　　　第10圃　電弧電塵と電極棒逡給電動機の　　　　　　　回轄漣の關係　　　　　　　　　第1珊　　　　　　　　　　　　へ自動熔接装置に就いて・荒井・田中　　　　／�H●・lLlt’／“．・N−？ゴ　こ∵、一・〜∴、帆元二x二・・∵・‘”：’−1�`　　　　　，　　　．　　　．　／1，　　　　，　　t−・　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　、　　’　．　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、竃欝�f鷲諜，罐鷲驚：鱈〆　　．け移動するmaち磁束が方向を急饗し位腎が麩化する）　　爲に二次尖頭波電塵の登生する位相は一次電塵巧の最　　大となる位相より電氣的角度にてθだけ移動せしむる　　ことが出來る．一その程度は直流働磁の大小に依り，又そ　　の進遅は直流勘磁の方向に依り饗化せしめ得るのである．　　ウ移相装置　　’第8圓（a）に示す如く鍵塵器の二次回路に抵抗Rと蓄　　　ぺ　　電器Cを直列に接績し電堅巧を加えれば，0にかS　　る電匪Veとの位相闘係は同岡（b）に示す如く交流理、・論の示す歳により，常にVA・の方がVeより90°進ん　　だ閲係にあり且この關係は饗塵器により加える電塵の大　　きさ並に（），Lの値如何に關せず存在する．今抵抗Rの∵≡甲ト∵�n’言二「’F�n一1三工：＾　先づSlを閉じ（此の際σL“2は開いてあることを確�_ておくこと・言ないとサイラト゜ンVlの陰繊加熱せずに突然陽極に電堅を加えることになり，Vlを破損する）V1の陰極を加熱する．5分程経てば使辱可能の程度に蔭極が熱せられる．S2を閉じれば金麗整疏器Seより璽車移動用電動機TM及電極棒塗給用電動機FLMの界磁が直幽磁される．αS3・e右或は左｛lliJに閉じればTMe）電機子に直流電塵が加わりτMは回轄して　　　オ豪車を熔接開始個所に位置せしめ得る．C笛を閉じて電極棒逡給用電動機の回轄を見る．Rglは最大とし，感度を最良としておく，R92を最小より次第に大きくするQこ從つて前詑移相装置の項で読明した原理に依り尖頭波憂塵器の一次に加わる電塵位相は遅れるかち・・RMの回轄は最大から次第に小となり終に停止するに至る．丑Mが第12固　熔接時に於ける各部の電堅及電流を示すオツシログラム（熔矧を用いた場合）値を大きくして；RにしたとすればRにかSる電塵γゼはVRよりも大きくなる．而してRを0よりQ。≧愛化せしめれば，Vl’ごは不饗であり，：且抵抗と蓄電器にかSる電塵は常に90°の位相差があると云う條件から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ憂墜器の中性畢Nと抵抗と蓄電器の接膓顯MとQ間に表われる電塵は，その大きさは常にV1の％であり，φ位相は抵抗が零より無限大に憂化するに從いVlと同相tから180°遅相まで連績的に憂化する．　　／　　　’を加えの位相示す如て動作〜停止した鰍が概ねR92の最適調整位置である．次にOS1を閉ちればVVBが閉じて熔接用憂塵器の二次無負荷電堅が電弧電堅増幅用鍵匪器T2に加わり72に依リ　　　　　ケ整流されて，尖頭波鍵塵器PTrの直流働磁捲線に直洗を涜す．するとP忽のゴ次に襲生する尖頭波電塵の護生位相が進んでサイラトロンに依る整流電塵亭均値が高くなるから皿’は回轄を始める．　こふで一9，aSi及aSeを開く，O＆を‘‘下”り側へ閉じ．電塵棒を蓬給用のローラーに挿入し電極棒先端が被熔接物に接したならば0＆を開く，次いで（］＆を閉じれば｝VBが閉じて熔接電流が流れ始める．績いてQS2を閉じ同時にσ83を右或は左に閉じて横返りをかければ一瞬，被熔接物と電極棒は接鰯が外れて極く短かい電弧を登し熔接が開始される．　熔接中の動作は次の如くである．　　　　　　　　　　　Ptt　　　　　＿　　　　　　、　　　　≡≡三≡菱≡電機●VOL◆22　NO。4■lg4t8．●，．s‘Pk　　　　　’　　　　　　・・，　’　　．一　　・　　　−t−t　　　ゾ1　　　　　　　；、　　　　　t／　’｝　　一　’＿　　　　・　−　tt　　・、　　＿　　　　　　　　一　　　　　　　　　　’　　　　　　1　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　最初に稜じた電弧は極めて短かいがらこ醒弧電麿は極　　　　めて低い値である．尖頭波憂堅器の直鋼磁捲線に流れ　　　1る直流電流は，電弧滝塵を整流して得た置流電塵に此例・　　　　して流れるのであるから，此め場脊は極めて少い．從つ　　　　て尖頭波嬢鱈る位榔恒外Wの陽騨堅が最　　　　大となる位相よ、りも非常に樹tる（前記め通りにR9　2’　　　　を調整しておけば自ら此の状態になるうその爲電極棒の　　　　邊りは蓬い．’・、　　　　・　　．．　　　　　　　　　t’　　　　　此の間に電極糠4鋤し熔けて滴下し，母材と電極棒の　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　距離が少し大きくなる．すると震弧電塵が高くなるから一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　尖頭波鍵堅器の直流働磁は大きくなり，尖頭波護生の位一’”f．　4」／’巨’河’、’1’［／1　t�e’�n・：1∫　1−　一’kt’「．ひ一一’−N−・5｝1　P層禰1　　”t∵，�d一”一’一＿　、．　1　　一ジ　”　r．t／・．f’　　　　’　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　x　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°　　　　　　　　　　　　　司‘本襲置を使用してサブマージ熔接を行う場合の適當なる　t　’iん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ操作條件は第一一表の通りである．（つ　　　　　”　　　　　、　　’開先L電極棒飼板の厚　In隅’肩mm讐酷幡鷺電流λ電塵V熔接速度　　　　　　　　、mm／分　5．　　3　60t’8　　3　60　10　　　3　60　　　　ざ　16　　　3　45−2　　　3　4066698O．rg5　　　575　　　360．450　　　900　　　360．525　　1000　　　370．870　　1250　　　38A1．425　　1500　　　408407356854SO3301相を早めて，電鱗の勘を早蝿離と母材の一間の・　1第一X醐厚さとサブ�nジ熔an件距離を縮める．かくする内に電弧電堅と棒の選りと電極　　　．筒，滲墳迄に熔潮配合の一例として米國特許第2043960”棒の熔融滴下の三者がバランスするに至り極めて安定な　　號に記されているものを示せぼ第＝表の如くである．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T　　　　『　　　　　T　　・　　一　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　0κ一／’oq3　ユニオンメルト熔接器ワ／●＼　　　　　’第　13固（A）　’熔接が纏績される・途中何等かの原因で電弧電堅が高く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、或は低くなり過ぎても前記の作用により再び安定な熔接　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、に移行する．　熔接が豫定の位置迄進めば先づOS3を‘‘WW　t　sに廻して横法りを停止し，次に（軍2を切つて棒邊りを止め，最一後にOSiを‘‘箇，，に廻して熔接を終る．4．性　　能本襲置の性能を表記すれば下記の通りである．（ア）熔接電塵68V〜91V（タツプにて5段に切損）（イ）　熔接電流　300A〜1500　A．（可動鐵心にて蓮績的　　　　　　　に鞘化せしめ得）　tt‘（ウ）熔接漣300⇒分〜100轟ml分（蓮績的｝遷　　　　　　　化せしめ得）（エ）蓮績熔接最大長さ　約53001nm　：　　　　　　　　　　　　　　ク　熔接時に於ける各部の電堅及電流を示すオツシログラム（熔醐を用いた場合）（オ）熔接板厚（最大）422mm，自動熔接装置に就いて・荒井・田申L　　、　　　　　　　　　　　第二表熔’剤配合例　1　　　一イ5．特　性　　　　　　　　　．相o疏電弧電塵（スライダツークによ嬢鋤に可憂．　；の假想電弧電塵を母材一電極棒間に加えた）と電極邊給用電動機電機子の回轄速度關係を示す．但し感度調整用抵抗R91は感度最高なる様最大に調整，尖頭波饗壁器1一次電屋位相調整用抵抗R92の値は夫々曲線に記入せ’る通りである．　　　　　　　　　　　　　　．、∵’N《（121）　11’N“　　　　　　　’k　、第13圖（b）熔接時に於ける各部の電塵及電流を示すオッシログラム（熔翻を用いぬ場合）曲線�@及�Aの程度の特性を得る如く調整するのが適當で此の曲線に依れば，蜜際の熔接電塵たる36V附近で傾斜が急になつて居り，熔接電屋の僅かな憂化に劉しても電極棒蓬給電動機が廻轄速度に寧敏｝こ愛化して，満足なる制御作用が行われることを示している．　章11圃は電弧電歴を36V一定（これもスラィNックにより假想的電弧電麿を加えた）とし，感度調整用抵抗R91と電極棒蓬給用電動機の廻韓速度（曲線�@1）及び大頭波難器一一亥電塵位相調整用抵抗Rg　2と電極俸邊給用電動機の廻轄速度の關係を示してし・る．　　　　　　第14価　熔接部外観■眞R9　1を大にすれば直流働磁捲線に加わる電歴が大きく．なる爲同一の電弧電匪に封しても直流働磁は大きく流れて制御作用が鋭敏になる．R92を大きくすれば尖頭波憂電器一一Pt側に加わる電睡位相が遅れ，從つて二吹に登生する尖頭波電堅の位相も遅れるからサイラトロンの整流電塵が低くなり，電極棒邊給用電動機の回轄速度が遅くなるから熔接電歴は高くなる．反劉にR92を小さくすれば熔接電琶愛は低くなる．12（122）、　　，・　　第12圏は實際熔接操作中に於ける各部の電塵及電流　を示すオッシログラムで’（のは熔郵を使用した場合，　（h）は熔剤を使用しない場合のものである．　一‘此の（a）・（b）のオッシ：ログラムについて特に注目すべ　き事は，熔郵の有無が熔接電匪の波形に殆んど影響して，　いない事で，此のことはユニオン；力一パイド，マンド　ヵ一ボン，リサ＿チ，ラボラトリ＿ブ，アイエソシ声杭　が日本特許第119705號に於いて；此の熔接（熔期を使　用するいわゆるサブV・一ジト或はユニオンメルト熔接）　は電弧熱に依らず，高温度のため熔融せる熔剤（これは　高い電氣抵抗を有す）中の’　12Rに基づく畿熱に依ると　禧しているのに謝し，熔剤を使用せるいわゆるサブマ・・一　ジ熔接に於いても電氣現象的に見れば殆んど電弧熔接で　あb，12R熱に依存する部分は極めて一部分にすぎないtl　ことを裏書きしている．債，電弧電塵波形が一般の電弧、電塵波形の如く矩形に近い形とならず甚しく丸味を持つ　ているのは，’導線，電極棒，接鯛抵抗等に基く抵抗降下　が含まれた爲である．フィルムに撮影せるオッシログラ　ムは何れも電弧が安定に績いている爲各電歴，電流等の　波形は規則正しく一一定な形を示している．此れに勤し調　整中ブロマイドた直葺撮影せるオッシログラムに偶然，　電極棒と用材とが直接々鯛（電氣的に云えば短絡）した　瞬間を捉え得たので之を第13回に示す．圃中最上段溶　接電堅波形申に矢印でt‘短絡，，・と指示してある個所が　それである．此の蹟め波形は軍なる抵抗降下（熔接電流1瀧唯抗の輪）である爲に完全なる正弦波形を示し　ている．故に短絡していない瞬間の電弧電塵もオッシロ　グラムに表われている値からS；短絡，，の部分に表われ　　　　　。　　　三菱電機・VOL．22　N（1．4・1948　　　　　、令　　　ltLパ　1・毛∵∫：一　一一一三�_一1’．〜こ一一＾∵�k「7司ニデて一≡・二でべご可1二’Iー二¶　◇”　　・＼　’　・．　　　　’　　　べ．ト1ている値を差引いたものが正味の電弧電塵となるので，’此の様にすると丸東を持つている熔接電匪波形も短形状となつて來て一般の電弧の電麟形と一致して來る．此の読明により前に述べた通りサブマ・・一ジ熔接もやはり電．氣的には電弧熔接であると云うことが一・層（tつきりしたことと思う．　　　　　　　　＼　　　　　　　　＾　　　　へ　　　　　　　　　　ら6．熔接結果サプマージ熔接に於いて電弧電塵制御の良好なることの’必要は勿論のことであるが，熔接結果の良否を左右するものはむしろrSZZである・嘗肚に於�d・ては此の熔離ついては研究中で未だ結論を見出すに至つていないが一臆　　　ぜ前氾第＝凄2の配合にFeMn約10％加えtSrc（5）を使用し試片を熔着したものの外観窟眞を第14回に示す．　前記の通り熔剤の研究未完成なるため之の熔接部の抗張力，硬度，伸び，衝撃値等は未だ測Eするに至つていないカ�_これ等については近く護表する豫定である．7．’結　言昭和18年第一回試作機を製作したが後引績きより簡易なる装置をとの要望に懸じて，熔接頭，制御装置等を相當簡易化せる本機を完成，上記の通り豫期通りの性〕e，特性を有するものを得た．　我が國に於ける此の種自動溶接機は今將に孤々の聲を新製品紹介t�s置の改良墳用儲遍化の促進適用方法の鵬　　　　　　’：　1−一�_一∵．’二・ざ．｝�dご《・’モ91：　’ITE，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L上げた許りであり，その使用纏繊は皆無に等しい．從つ、て前記の通り熔翔については勿論，襲置そのものについ1ても研究改良を加えて行く必要のあることは卒直に認めて居り使用實績に基いて改良を加え立派なものに育て上げて商艦啄の復興1と，其他干和的重工業の復興に寄輿したいと考えている．　　　　　　　　　　’　　　　　　　　、化等について天方諸賢の建設的御意見を賜らん事を切塑’　　　トしている．　　　　　　　　　　　　　1　　　　’　t’，最後に本装置の工作を擦當され完成に至る迄のあらゆる生みの悩みをも茶意せず，終始熱意を以て事に當られたる板金課幅中希生課長，畑國夫技師に深甚なる敬意と謝意を表する亥第である．，参考文献（1）荒井潔，田中薫：ユニオンメル｝式熔接等に臆用せ　　らるS自動電弧熔接装置の制御について　「熔接撃　　會誌」　　16，　14　（日召　22−4）（2）例えぽ高橋正一：放電管の工業臆用2（昭13）（3）例えば　小椋義正：尖頭波憂堅器「三菱電機」16−、　・181（昭15−6）’（4）佐々木新太郎外：新電氣熔接法「熔接工學全書」　‘　　V，11　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　じ（5）文献（2）3パ　　　　　世界を聞く　溝酒なラジオ「ダイヤトーン」48−G型ラジオ受信機　　　　　　　普及型5球スーパー回路方式　5球・・一パー　ヘテロダイソ中間周波1　　　　　　段．第2検波低周波2段・交洗式受憎周波敦帯　550・vl，500　KC．　　　　　　　　　　x使用眞空管　Ut二6　A　7周波敷蔓換．　UZ−6　D　6中間周波　　　　　　増幅．　　　　　　6ZrDH3橡波，　A．V．0低周波増幅：　　　　　　6　Z−−P　1出力増幅．KX−12　F整流．　　、電　　　　源　電堅85〜10qv　sO〜60　サイクル．滑費　　　　　　電力約40VA．感度階紐　極微電界級　　　　　　　　’出　　　力　無歪最大出力300mW以上（歪率15％）．　　　　　　最大出力　約1．，2W．高　聾　器’5吋パ＿マネント・ダイナミツク・スピ＿　　　　　　カr．可動線輪イン　e“　一　ptンス　．3　9．キヤビネツト　プラステツク製　　　　　　　　　（本機は蕩信省型式試騒舎格晶）〈�_・絃M・�a囎�f�d＼”j薗動熔接装置に就いて・荒井9田中k｛■（ma）13，1．1」］駅てフ「．3二「≒て丁でジl」　．’・・’・「，　「・’‘Hr亀ぷこ�`、）　　　1　　’1’1砕　　　b∵一畜一一≡一一丁一1−　E−一ブ　　　　し　1　ザ’　　　　A　　も「．1電｛、［‘トド’1、、［．i　：rxIsiLF‘、’鐵用N　k定、塵写一　一’Y・鵠　官　　’、　　　1　直流1500Vの高匪電源により蓮轄している電車又は電．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’■　粛機凋車に於て其の車内の鼎燈及び制御装置其の他に必i　’9tなる直流電源を得るために電動登電機を用いているが　共の電動機ρ電源電塵帥ち線電噛ま車彊と饗電所とti相　’互位置並に負荷の状態により1500Vより900　V，時には800V位迄も鍵化する．特に從來屡ぺ必要とせられる1500　Vと600V爾電堅線に使用される場合には，其の線電塵は1500Vより500　V位迄も憂化する放に，斯¢）如き廣範園の線電塵の鍵化に於ても定電塵を褒生す　　る電動襲電機には特別の考慮を必要とすづ　　る．此の要求を浦たす可く種々の電動襲　　電機が考案されているが，當杜に於ては　　「古くより蜀特の考案によりこの要求を浦へ　足させる電動褻電機を多敷製作して好成　　績をあげて居り，最近電鐵復興の線に浩　　　　　　　　　　　　　　　1　i、つて多数製作中であるので華に改めて本　　考案を御紹介する亥第である．從來製作ノ電　動1．・祠戸製作Pt片登’電岡　　　　　　　　　　第　　1　　園1　　しt來た標準機は家の定格の三種類である．　，！’丁　　　出∋醐勘力及蛭ぷ機高：示　　　　　　　　プ　　　　　　　　　　　　　　　　　リ通の分巻護電機，4は本考案の眼目とする補助電機子翁　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線である．圃に於てはλはMと離して書いてあるが，第2団に示す如く其の磁氣回路はJfと共通で雀線も電動機電機子鐵心と同一溝内に入れてあり，整流子のみが‘　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y別個になつている．電動機電機子回路及同分巻回路，護電機分巻回路に入れてある抵抗は蓮轄の最初に調整しておけば其の後は再び手を加える必要はない．　　　　“’　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　も　今登電機Gは磁氣的に充分飽和せられてあり，電動機Mは磁氣的に飽和しておらず，、補助電機子Aの誘起電塵の方向はGど反封であるとすれば，次の如き事iカミ云える・　　．’　　　　．　　　　　　　／　　　　　　　　　　　禎励電機子　　　　補助電機子　　，　　　コイル　　第　　2　圃A　　，　　　　　・　　　　　　　　　…〈　　1・護電機の誘�s電塵は其の回轄歎に略勺比例する．　　2．電動機’．回轄数の饗化は其の電源電墜の饗化よrりは　　　　るかに少い．　　　’　　　　　　　　　c　　3．補助電機子に酸生する電堅は電動機の誘起電塵に比　　　　例する．　　　　　　　　　　　　・．　　帥ち電源電匪最大の場合は，「回轄敷最大→護電機電塵最　　　　　　　　サ　、大→補助電機子電塵最大（これはaの電塵とは方向反　　封）となる．又この逆に電源電堅最小の場合は，回轄数t最小す護電機誕最小嚇助電機子電堅最小と励負荷　　　回路電匪邸ちθ4Aとの差は電源電墜の最大最電動子コ丁ノレ　　　1第2画B1．5KW〔、2．OKW3．5KW3．OKW4．OKW6．6＆W1500〜900V1500〜900V1500〜600V護電機電堅95V100V95V購酬全醜1800rpu11950rpm1500　rm　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　　小に於て一定に保つ事が出來る・ζの作用を更に明490kg　瞭にするために敷量的に読明すると裏蹄吻電醐子鋼働灘・　　　　Ve　　護電機端子電堅　　．　　　　．　　2．原　　理　　　　’　　　　　　　　　　．　　　　　　へ’　　本装置は其の取扱上特に構造簡車を趣旨に考案したもの‘・　で，普通の直流機を組合せたものに過ぎない．第1圖は�d．ノ　．其の接績を示す．圓中Mは普通の分蕎電動機，Gは普1’14（、x）、　　�`1Ern，　E9，瓦．N　　回轄敷　　とすれば電動機，韓電機，補助電機子の誘起電堅　　　　　　　　　　　　・1無負荷状態に於て　　　　　tt　　　　　　　　　　　　　　ヴ　　　　　　　　E菱電機・VOL．22　NO．4・1948x！言s　　　／v　　　　　　　　、1’」、」　1P予翫汽ぶ二：＝⌒ア了τ7“、’　　　　　　　ご、ア三亙：�i一？ごマ、ミご：一’　　、　　・　L’　、　　「　　　　　　　’　　、　　’　　　　、　　　　　チ　　　　、　　　　　　f　　　　’舟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、’　　　　　　　＾　　　ザr　　　V，＝Eg−Ea　……・…・………　　（1）　　　　　MとAとは同一溝内にあり貝通の磁氣回路を有してい　る故に其の誘起電塵の比は爾巻線の導鵠敷の比に等しい今この比をKとすれば，Em　＝．KEwt＝　KVm（1）式に入れて　　　・Vε〒1」EローKVMN登電機θは磁氣的に飽和している故に其Φ誘起電塵は回鰍の略々1．3莱に比例する．此の比例常敷をCgとすれば　　　　・　1　　　　　　　〜　＼「・　　Ee＝Cg　2V（与3）　　・・…　一　r・・・・・…　含・…　　　（3）又電動機は飽和していない故に其の回轄敷は端子電堅の略々日％乗に比例する．此の比例常敷をO，、とすればv，　　　　　　　’　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　N＝Om　Vlml「　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　　　（4）　　　　　　　　　　　　’　こ　　、　（4）式を（3）式に代入して，　　　　　　　　　　カ　　　　　　　　　　　　　エび　　Ea＝aa（OmVmT）1・3＝　Ca　Chl・3VmL4−C＝Cg・C．1　’3二7∵ご’ξ可　1で＝で∵�nご�n潭　　　　　　　　　、　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　（6）式を解いてKを求める之，　　　　　　　　　K・＝0．0482　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベ　ロ　　　　　　　　旬ちAとMとの導榿敷比を00482に選這すれば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　Vm　i500　Vと900　Vに於てれは110　V一定となる．　　　　　　　2．負荷状態に於て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　負荷雌に於て（1）式は，　　　　　　　　　／　　　　　　　　　Ve　l（Ea−Ea）一（IBa＋IR。　＋　Va　十　va’）＿　　　（2）　　　　　　　　となる；但し　　　　　　　．　　　　　　　　　Rg，Ra・…登電機叉補助電機子の電機子回路抵抗　　　　　　　　1∵・一竣電機負荷電流　　、　　∵　　　　　　　　　Vo，Va・・…護電機及補助電機子の刷子電堅降下　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ　　　　　　　　へ　　　　　　　登電機端子電堅（γのが一・定であれば∫は一定，5（　Vg，　　　　　　　V，，も一定なる故に本装置∂原理上負荷回路の電墜從っ．　　　　　　　て電流は一定なる故に第2項も一定となる鐸である，唯’　　　　　　・負荷の場合には（3）4）式の．ZV及Vmの指数が多少　　　　　　　憂化する故に無負荷のときにV，・は一定になりえても負　　　　　　　荷状態に於ては敷ボルトの差が隼じて來る．　　’　　　　　　　　戴で興味ある事は（6）式の解法に於て明らかな様に第，3田どおけば，　　・　　．　　　　i；3　Eg　＝∂v．ti：3，5KW電動登電機’　●これを（2）に代大して，　’　＼　　　　1・3　Vle＝CVm’4’−KVm’　　　　　　＼　　　　ぺ　　　　　一・・・・・・・・・…　1・・　！（5）‘　　今γmを1500V及900　Vに於てVleを例えば110V　一定とすればSl　　　　v−｛ill二ぽ註二�nレ∵・・（・）　　　　11　　　　　　　　．　’＾　　　　　　　　　　　　　　、　　　一　電鐵用定電醜竃臓電機・、片岡’ヒ1＼●’　第4圃　3．5KW電動袋電機電機子：纒熱撚第5固　3．5KW電動登電機固定子　　　　　t’　　（電動機側より見た，る固）　　，　　　　　　　　　　　　　（125）15メ‘lifrl・A）vこtノ20　　　〃0、電　圧　／00！（v）go’　　80　　　　／600　　　回　　　穂！5αフ　　　数　　　　　／400　　　（i7）Mノ‘　　　　’1300’i2000ノ0　　　　　20　　’　　30　　　　　40　　　賀荷電流（’A7第．6　圏　　’／lo電圧・tooルク　／6cv回／50P縛翻・・　i300t200発電機電庄800　　1000　　i200　　12moK」F・　　　　　　　線電圧第　　7　　圖t　　Vm　1500　V及900　Vに於てVcは必ずしも一定である　　必要がない・‘　　　　　　　．　　−t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朗ちKを適當に選定すればVm　1500　V及900　Vの　　ときのVeを任意にとる事が出來る．’副ち電源電塵の低　　いときにかえつて畿電機端子電堅を高める事が出來る．　　此の意味に於て本装置は必要に懸じて種々の特性を得易の電流は軍濁の場合とは逆に流れる，郎ち電動機電機子電流と同方向の電流が流れて電動機のトルクを助ii　6．作；鑓驚鷲�a漂簾�f灘≧竃が容易で，刷子を廣範園に移動しても整流は良好であるから刷子を移動する事により負荷の饗化に封する回轄敷第8圖A　無負荷起動、　　く融通性が廣いと云えるのである：　　　　　．　　　．　　　次に今少しく補助電機子の作用について述べて見度い／。補助電機子巻線は電動機と磁氣回路は樋であるから�n　　其れ箪猫で外部回路に接績すると，電機子電流は電動機　　電機子電流と逆方向に流れる筈であるtbr，本装萱では補　、．助電機子は護電機と直列に而も登電機の電堅と差働的に　　接績されていて護電機の方が電堅が高いから補助電機子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《　．16（126）　　　　　　　　　　　　　、饗動率を少くし從つて登電機の電駿動率をよくずる事が出來る．即ち畿電機は分巻なる故に並列蓮轄が可能であり而も其の特性は複巻特性に近く電暇動率が少い、3≡構　造　、　「　　，　　’　．第3薗・第4圖・夢5圃は夫々3・5KW電動襲電機の外観電機子，固定子の寓眞である．車輌用として各部　　　　　　　　§蓑電機・VOL．22　NC．．4　・　19481　　　　・　　’　　u　　　　　　　　　　　　　　　　∋、　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　、は激しい振動に耐え5る様没計製作されそいる事は勿論　　　であるが，特に刷子支持棒は良質のマィカルタを以て絶・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘N、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　が流れ閃絡の危喰を心配されるむきもある様であるが，’起動時の突入電流を制限する直列抵抗が電機子回路に挿N、第8間B　全負荷起動■縁しブラケットに塵入固定し刷子支持器挿入部を方形に、して保持器の取付を確實にし，同時に激動による移動を．防止している．　本装置の特色である，電動機電機子溝内に高堅回路と低璽回路とが一緒に挿入されてある故に高堅巻線は特に・絶隊を入念にしてあるが，例え高Wt　・3線の絶縁が破壊されても，爾者の間に接地された銅板（第2圖B太い黒線入してあり，全負荷起動時に於ても電動蔑の整流は良好で何ら閃路の懸念はない．：吹に3．5KWの試瞼成績を示す．第6贋は線電藤の’・猶化に鞠する回轄戴及畿電機電堅の愛化，第7回は線電，塵1500V及900　Vの場合の護電機負荷特性．　es　8．四は起動時及線電堅急愛（15PO　Vよb900　Vへ）の場合のオッシログラ蛮である．ムは無負荷起動，Bは全負荷第8囮C　線電塵急憂の場合部）が挿入されている故に1500Vが低塵回路に突入する危瞼は絶燭にない様考慮してある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J4．特性及試験成績　　、　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　の護電機は分巷式であるから並列蓮轄に適していb．而も補助電機子の刷子を移動する事にどり荏意に複巻特性を’もたせる事が出來る．又電動機は分雀式なる故にラインスA一トをすれば起動トル♪の不足より大きな起動電流電鐵用定電堅電動陵電機・片岡　　　　r　’起動，Cは線電墜を1500　Vよt）900Vに急饗した場　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　以上で本文は終るが最後に本装置の試験に種々御童力，下さつた検査課主機試験係の石田技師，松浦技師に感謝する共第である．　　　　『　　　　　’’　一’　一　VH−’　一：ノw’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　゜（1乞7）・fr・、　　　！　」ン／＝，；“一’　”■、●D型コ7　やや’ンオヒ■タ＼’最大幽力3KWの高周波による加熟装置DH−1型ラジォヒータの内容を概説L，且つこの回路の周減蛍費動に■する實験結果を示した．●伊丹製作所、吉・田武彦　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　1．緒　言　　　　1’加熱が熱博導とは根本的に異る誘電瞳損による高周波の臆用は最近急激なる護塗を示し，多方。ぎにわたつて研究されてその成果をあげつS一あるが，なお今後の褒展が期待される．現在當肚では最大出力3KWのラジオヒータ（DH−1型）を製作しρ紡績方面やベニヤの接着等に使用している．　ラジオヒ’タは大電力の登振器であるから高周波工業の畿達に件つて通信に封する妨害が問題になるのは當然で，周波醐動防1E，遮蔽及び電源からの電波漏洩防止に闘して考慮を携わねばならない，　　　　　　　　　、　　ぐ｜ウ。最大出力：3KW　　　　　　　　　　I　　最大入力：7KW　　　　　　　　　・　　　　’エ・竺電源部はHV−972　A　を2本用いた全波整流方式であつて電源電堅五C180　V〜220　V’にて働作する・綜合配線間をas　1固に示すがその整合装置は使用目的によつて第2■（A）（B）何れかを用いる．例えばべ＝ヤzyn；塑第1薗綜合観線圖　　　2・擬及び容量　　　　　．　　、　　　DH−1型ラジオヒータは本儂（護振部，電源部及び操1　　　作部を含む），整合装置及び遠方操作器より成りその主　　　舞潔ξ蕊弘↓。シユプZ。臓で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるが負荷の饗動による護振周波数の憂化を小さくする・　　　ために陽極同調一格子同調芳式を探用した．”t　　イ．登振周波敷は6．8　MOであるが約6．6〜7．0　MCの　　tt憂化細能である：　　　　　s　　　t8（翻）　・い　　1ご　　　　　　　　　　　　　　’t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、∨・M7fB｝第2圖‘整合回路　　　　、の接着木材の乾燥には第2回（A）を用いる．紡績開係には第2回（B）’を用いる．なお本題，整合装置の外観を第3間第4口に示す．’3．電波漏洩及び周波鰻動アメリカに於てはラジオヒータの通信妨害封策として次の様な周波敷の割営を行つていると報ぜられる．自1ち　13．66−　MO±0．015％，27．32　Ma±0．5’％，及び40．98珊±0．05％である．叉これ以外の周波敷に封しては，漏洩電界強度を1哩の距離で10　PtVlm以下とい5事でおさえているようである．DH−1型デジオヒータは通信妨害に勤して次の様な考慮を梯つている．旬ち�l璽麓�b�h酋波漏醐し岬・イ．装置全膿を32番線，16メッシユの銅金網でつくられた遮蔽室内に牧めて電波の輻射を防いでいる．ウ・一般に加熱中に被乾燥物質の誘電髄力率や誘電率等が刻々に憂化するから自蘭振の同調回路より負荷を取る’　　　　　　　　　E菱電機・▼OL　22　NQ．4・1948●ヤ＼1、・．．・FL　t’▲　　　ク＼ht・　　，、第3団．本場合はその護振周波敷が憂つて來る．これを防ぐに｛よ主登振器を別に置くか，叉は水晶制御にすればよいのであるが装置が複雑になるので之を避けて前述の如く陽極同朋uaa73273ソ’k3α12g72eノ　2　3　4　5　6、7　8　9　！0　整合バリコンの目歴　（Cノー→c第5口周波鰻動特性lh　rAノ6420もN　　　　　　　第4回整合装置調一格子同調方式を用いた．・この回路の霞振周波数は陽　’極及び格子の伺調回路の常敷が大麗同じ割合に影響を與えるので嚇同調方式や一トU・一一方式等｝・比して周波，敷の簗動が少い・これに關する賞瞼結果と．して第5薗に整合バリコンσの目盛りと登振周波敷f，及び負荷に、流れる高周波電流みを示した．整合回路としては第2固（B）のものを用い，負荷はランプである．S5口から判るように周波敷の饗動は最大0．66％であるがこの場atme・イルと坦加4ルとのmabl・大調雌の愛化に履歴現象を件う．弐第に結合度をノ∫・｝こして履歴現象を俘わないようになれば周波敦の憂動は最大0．3％位になる．　　　　　　　　　　　　　　　　“4．結　言・　　　　　ノ以上DH−1型ラジォヒータの概略を述べたが，なお現1在20　KWのものを計整中である．かSる大容量のものに闘蓮して特に問題になるのはその鷹用敷果の的確なる把握である．世間に於ては高周波加熱の敷力を魔法的に期待しすぎる危瞼性があると思われるが，今後の高周波工業の健釜なる登蓮のためには製作者と使用者ど◎協　　　　　サ力的研究が必要であると信ずる．∫t1）貰一1型ラジオヒ’タ●吉田●ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　・L’（匡口9）19s1◎　∴�j’　一�_一．�_；一・一∴．二べ・一：∵‘：一・ニデー．：，�n．＼：こ．．一：”プで一∵1∵．∴一フ：tcHeaViside．類子法・一に封する新1・　−y・g察と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（XV）、−t’の電氣母蹟解析に於廿る’°塵用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■‘／1　　，v−　　　　’　　　研竃所、菅t1．野，　正一雄　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．〆　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　び・」92（λ）は夫々，　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　ヅ　　　　　　　　　　　　　　ピ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　三　，鷲v亨’　　　4（・）＝・・（・）・一・，、”　｝N�b’市限睡礁一t49（・）一鵠輌・・†毒剛　　　。ミ認煕鷲�l�f梁議　　（・−R・嚥）＝・・岬＋存誓1β却・う　　　R・・端きれて・工遥端釦・電Pt・E・り蜘　。如く垣よつて、　　　�_�d　　　加した場合，‘＞0に於ける線路上の各顯の電屋及び電流　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　・　　　　1；諜灘�k゜酋：！＜　民（a；x）鵠十哩＋癒　　　　　　　’、、＋、＋識・h・（1−・・｝，（・＜輪・　　　　if・r．，「・，．・．．’．　　・．　＝　　　　　’一．1−，　．・　．　鎮　t−t8　　爾　・’　　・　　’　　　7　　　　　　　　．　　　．・’．・、　　　　　　1　　　　　　’　　　　解：1假樹こより，（II・3ノ）式友び（L　4tン式に於51乎∵−、；）（εi，、。、（abE（t）1∫跡：一�j　　xド・ぺ、　・　　Fe　（2；1）＝‘1竃o’民（2，1）　・・　　　　　ノい竈るから，（1．3小式及び（1．4’〉式中の・AKa）及紅、。（、恥　t　　’”　・置1．，．　．r．．．．，．1　今，　　　　　　　”　　　．．　．　’　　　Ke（・・x）≡Ch）｛sinh・r（z⇒　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　ノ　　　　＋、鑑β…hr（1−・）｝’）（・＜・＜り　」＼　とおき，これをMittag−Lefflerの定理により有理分数．式に展開すれぽ，　噛，　　　　　　l　　　Ke（λ，　x）−2票講ピ　．　　、rl，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヅ　　　　＋・Σム（≠耐÷）〈・＜⊇　S　　　　　　．7鵬口1　となる．戴に拓は　　　　　　　　　＼　　　（1／β2＋u2γ2＋β）sinhγZ＋栂c《）shγ1＝　O　　　�`層’　　　　　　　　　‘　　・　　　　・’…・・・…　（v．1）の根であり，Anは　．　　　　　　　　　’　　t　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　三竃菱電機ρVOI恥22　NOパ4●ゴ948、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・や　　’；　　　　、　　　　　　　デ　　　　　　，t・’　　　　　　　　　　、　ノ　ー　　”t　．　＾　　　．．’：・麟鷲攣鴛貫響響亘叉響警’響驚で響警響�k撃轡響1’、灘・、P　　・　．�`　・　　・『　　　　　＋＝舞鶉漂曇鵠識鵠鵠、誌識・　　　　　・＼（’oく十く1，−6n＝・丁／βλ＋　v2rn2）　　　　　・＋銚6）！1（；i｛輌．　　当ζ�g元⊇・剖聯馳繭t’、・＋・w・曜1�f嵩’⌒�Mト　　　≡竿Σ頑＋砺り臼　・・−s　　−s（・�f／の一一＋β・＋嗣一盤姶從つて一た重⌒�i所卿い剖癬；）　∵一・�c念霊か1　パ　　・三翻●謙（�q弥�_三1　　　　　　緬嬬｛身一酒謡誌．　　　、・、’（t≧十〇，o＜x＜d）：、l！　　　　、、　1…h（e・　・’＋Vn？　ar｝，（鑑）、1鵠1・k）（嶽・・　，閨　　　　　　　瓦嚇（・＋α：i−la）t］i（・）乍hγ（’−x）一＋・謬蒜承⊇）1講．・　　　　　　l（kl＋v2∫b．　　　　：）拓linhγ⌒仏＋βぽ瓢∵　as’1＼　1（渤4　　　・…Vi・…⌒…新・い老察・その酬路⌒噸・XV・酋　　1・・3・）．2嘱　　　　　t／　　．　監　　‘　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　、　　　　＼ヨ　　　　　　’1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　’　　　　　　、　．．ぽ　　・1・Z　　，　　　ミ　　’　　　　　　　　　1・　　　　　　　　　1　　　　　　・　　　　　　　　1　　．　’　　　　　　　ヤ　　　　　　　’　　　　　　　　　・　、、　　ξ　　　　　、　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　●　∴・．、　・　　；i∵，　　　，＼〉ご・ご：．二�l評⌒�M∵三謡1ω一s；h1綜）φω・…　▽騨轡讐17警11響ll響撃1：響罪響響響響i；〕響！i＼�c：輌・硫酋6．∵1−．．竿⌒轡竺興…⌒三’■1・cw竺∵．、，．1・1・　1．　二e多在計∫毎　　　　’§三カ　ー・）t・一違鵠却⌒）dr｝・　／艶：．1　　”∵（；裂aドぶ．’・　　一　＿；�n準）一ぼC°sl爵農≒’X）励　　・毒�f1．．／　　�d。，　　　→τ熱　・一÷計↓E（‘τ・咋�`．・恒’・！．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’チじごピロセ　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　iジ．．一三弦禁，ge・�沿黶早E一⇒・塗1’1・「∴�d二・、・｛震才2）言・；1．ン∴．・1．・　　／《、　　　　　　　　　　　．1　　ド’　　　　　　　rぱ∴とな6・但元　．、・＼1�j　⊆午，玩一〆偽鯉土　　・1�l4。撃岬・斎，垣協阜ロトコニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ穏｛遷る．　・／／　　−9．，　．熱や綱繊撚も表わさ編艶絃一…　　　　　　　　　’　”T（λ）（t−’・）　．−r（λ）（2一力鱈1’田鵠嬬念）ご≒・ぐ議　．覧；1、、∴�h＋》ドテ�i�k魎⇒｝・慰：こ・＿’　　　．1頑　　　・・’9…．。。sn，ω（1；x5’1−’　e’fλ”（’一の＋ε一↑｛λ）（�M1総．1三輌）∵eT（x”一三ご．・i：郭　　　＝・6rT（▲」U＋Σド（λ’1蹴�_・一γ゜x2eUt−°｝・．i窺一’三∴、，・ジ（・〈．tく1）’ギ∵口）　’∵　　ン議賠，∵，、．・・　r　’・二・・　　　　　い　顧禦〕．ll｝）aTli　　　．．　、’、『　．　（震芝以　ボ｝’”（窄＝ご…i（；）、．1　　　　・、、≡’（　　　　　t（2pml十x）iv）／£｛E（＋o）ご竺、・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�H　　　　　　　　　娠／t・r（一？1！｛t　・9）2）　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋∫（段（・二・）‡tr（・．　r．で　　　　‘．∵警＼　．　　．＼，　．：　　　　　　　　一一・T））ε一一CtE　lo（β／f・：（竿）〒）τd】�d　　　　　　　　　　・　　．　　　（t≧十〇，0＜x〈1）　　　；書醗編　．・・．　　∵　・三二・　　　　　・（らめ＝・。（ち錫）＋Sk＆．（t，　x　　　　　　ご　　　n・”1　）一瞬一x））・　・．・t−　　‘，．、　　　　一（k＋，02）　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　め　　　・・砲め≒碑勾＋罫輪三（t・・）璃（t・一・）5・’’　r・’＼　・’一．1（t≧十仇0＜x＜9）’　　　の如くにも撚・輪・�_一、＼　∵　　　　：�l�c撒の齢（R�P三゜°）．−・．．∵一．・1　・．11　∴≡騨竺vo五バぴ4ち1醐　　　　　　　、・、　．、κ．　　　．∵　，　〜．　　　’t　　　　　．．口「「　∵1．『・、＾．’∵ゴ・／L一鉋十亘）き当（tl．・ご一　　　　　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　　51イ≡・（（，lt1。）iv）｛♂苧十竺＋り　’　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　、，　　o　　　　　　　　・・一　　　　　　　　　　　　　　プ　　　　　　く，＋β2警白（・一・）・　　　・、’　　　　　　　ご　　「　．　・・u・　　　　　　　　　　　　．電　　　　’・二笥（β／・・一寧，．騨：騨�n鞭⊆饗費ヂ　　　　　　　　　一誤�f轟丁⌒二侮），／�P⇒（　　　　　ロt，x）＋Σ（−　　　　　n＝1）1・ias（�l）＋娠（）i燦　　　　　　w　　　　　　　　　　　　　　　　　tt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　’　・亡　　　　　・　　　�d　（，t≧�b蕊くり’　　　・　‘、　　1ぽ；）’ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　・1　’蹴浩！継詰1・辱∴　，雇。‘　、誰；B　．、三1　　　　　　．r．≡�f蒜・e・su・m　x　　’　　　　　　　　　　　　　へ　　　　、・1碧／lil・鵯霊め　LL　　　　　　　　　　　　　　ぽオ　　カ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へtt”　1，1．“＋2，iltΣ。；蒜…（・mt　　　　　　　　　　　　　　　？ム＝0　　　　1　　　　　　　　　”　−9一ψin）・（t≧十〇，0〈x〈1）’　　　　　であるから，　　　　　　　．　　　’　　一1F’　　　　　　・．tt　　、＝バ　　　　　　�M一鵠鑑・E（1）・’・　°第，∵’ジ∵1　　　　　�d一識瓢婬，1　，（乏・・ぽ如・1　・〈io　｝・於・ゼ・〉．・．1i．；lijiililfil，　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　の如き騨及礪齢布を持つ長さ9の鵡線のee，’”　　　　　・＋鱗段（・二＼　　�l錨灘灘繍騨声芦の　　　　　　　　ベ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　へ◆魎醐ザ繊恥痴の蜘路綱蹴彌’騨融　r（剛臼講。．三．∵∴二・，一三ll．・ジ∵．＼．∵薫ξ警警�nで警7鴛際三i▽暦ll鷲塁璽1�n1塁、［�d、’巨1・ヒ・∴じ・・1�d1じ．・E　　　　解る　　一　・．　　　　’　　　　　　　　一こ：　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0〈9・xく1）’　　　なる茂（1．3！）式及び（L4り式の各右邊第二項は　　　　　，・与己（1・’・）一／　’・　　　　　＼戸捲鵠：羅齢E（一・）　　　　　　　子霊詰亘E（一・）・（・＜�d1》　　　　　　γ・玩・．H・（λの　・　　．　　　　　　　　ホ1，　郷一隅蜘・一・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご�nメll7’j、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一｛　、「へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　、　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　’　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　‘であるから，ft等’；り有伺）及び’Bs（λ）を定め電これを（1．3り式及び（1．4ノ）式に代入じ，前例の計算を参照すれぽ，所要の解は’　　　　　　　　ぴも　　　　　　　　　ヘヒ　　　　　　　　　　ト�Pゴ謡縣）1！LE（一・）°．・，　　　　一鷲雛慌）−E（−6ジ　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　ぽ、一一票詰ピ違雲硯煕・＋鮎　　、　　°　”（技芸）・・（t；　．．5’＝＝／誓c°謡鷲ヂ）E（一・）；　1，’　　　γω　・°shγωσ一めE〈一・）L（pa＋α＋β）一．smh�Sz　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち＝E寮・）e一芒苧ε゜’　　　　　cOSαn躍　　　一’　　　　　　　　　　一deΣ　　　　　　　　　　　pm−1b，．／耳存・°sgb”一ψ・7ψ・）・　　　　　　　　へ（震認）、tとなる．　　　　　　　T（つゴく）：�d、＾4tδ’　、、：’／＼．＄Ll．：　　〆’、∵：；○；””：1．’1、∵・　’cペボ！Nl∨v｛『．・　　’�d「：∨1；1∵24・（134）！；・ξ、三∴　’　正　　誤　∵　　、　’　　　　　、　　　　　　　〆　、VOL．22　NO．3Heaviside演算子法に封する新しい考察とそめ電薫画路　　　　　　　　　＼解析に於ける鷹用（XIIII）において＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、容窓梗概」　　　　．　　’　　　　　　　f．　　1’竪霊臨麗雛躍ξ欝讐蔑竃鍛言畿鑓纂懸籔が　　　’；∵と訂拒す・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．22頁〜24頁の園面　　　誤・，∵一第2，b，4，5，6圃　　　　　　　　・、　　　正・…も・　第4，　5，　・6，　2，　3圓24頁　右欄　・　　　　　　　　　　　　　　　、　　　（2−，cvi）θ三α2）L（A−　ci3）≡λ3　1−2Aa2＋A2a　“B2なる故　　　　　　・‘　　・　　1・・・換言すればarg．伽＝2πでiE，る．先づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．は　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　バ　、　　’（　ee（λ；・−tu1）（λ一αを〉（λ一α3）≡R3＋2AA2十A2R−B，なる故　　　　　　　　�d　　　・…換言すれば琴・gαド2・である・）ぱる・先づ　　　　　　　　　’　の誤りに付き訂正致します．　　二　　　　1“　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ノ　　‘　　　　　　　∫　’、t一i’S菱電機・・VqL．22．　NO．4・1948”t一一v■■■■■■新製品紹介特長標準型200粍タービンポンプ☆各部は輕量で，取扱，組立，分解，蓮搬に便利．☆蓮轄は圓滑で，振動，騒音，故障が少ない．☆各部分の互換性は確實で，部品の取換えが簡易である．☆水中の含有不・4物が水封輪内部に沈積し，塞氣が蔓入して揚永不能に陥ること等は無い．但第1段劾隈車人口の黙橡，手入が簡易である．☆必要に懸じ段敷を増加し，簡軍に揚程の増加が出來る．仕　　様　吐出管径　揚水量　段　　敷　電製機出力　吸込管脛　縛揚程　回轄数　　　200mm　3．7514．5　Tll：りIIUII　　　　8　　　3501600　K、V　　　250　1）1！ll　　336j480　m1，450／1，750　r．P．111L「三菱電機1VOL．22NO．　　3掲載内容筒動電堅調整器の調整電駆・一一・・■■…　…・・’・・尾畑纐額及び自醗鞘醸置一・・一・…齢1錆物埋込型熱坂一・・・・・・・・・・…一・…一・・・・・…田村三菱PC−101型クリスタルピZアツブ・・・…近藤ミシン稜達史（補）・・・・…一・・・…一・・・・・・…伊東1’leavisicte演算子法（XIIII）・……一・……菅　野新製品紹介　坑内用高匪油入開閉器付墜堅器　　クイックヒータ「三菱電機」VOL．22　　　　　内容豫定NO．　　5陰撒わシ゜グラフ懸♀醐剛の損碇一長沼有機牒化酬の醗一・・一一・・一…酷鑛山用漂準型多段ターピンポンプ・・・・・・　・・…原’田誘導加熱の利用について一一・・…　一・・　　　　一・上　野＼1611（V用V型碍子型遮漸器…・・　　　…　一一五十嵐48一�Q・ジ授罐・一一・一一一璽畜　　新製品紹介　　　　　　　　　　　　　　開　酸1i「＝一菱　電’機」VOL．22　NO．4昭和23年8月15日印刷『禁無断轄載』　昭和23年．8月20日稜行定債1部　金4圃（溌料￥4圓）”［編輯兼稜行人印　　刷　　者印　　刷　　所褒　　行　　所小林稻城　東京都港匿麻布竹谷町一番地大　　橋　　　松　　三　　郎　東京都港鰯麻布竹谷町一番地博　文　堂　印　刷’所・　東京都千代田匿丸の内2丁目2番地三菱電機株式會就内　「三　菱　電　機」編　輯　部　　　　　　電話丸之内��3344（6）　　　　　　日本出版協禽曾員番號B2130131　1．本器は直列10ノツチ・並列6ノツチ・制動10ノツチの直接式制御器であり，高加速度を必要とする市街電車用として製作したものである．容量は600　V　，50　HP　2蔓を制御するに充分であり，直並列制御・同韓方向の鱒換●磯電制動一故障電動機の開放など，從來のKR−8型と同様の動作を行い得る他に吹の如き特長を有する．☆此の種，多段式は構造複雑に陥り易いが，本器は構造簡箪・小形（約1100×425×270）カ・つ輕量（130　kg）である．☆力行から制動への接績の饗換は逆韓圓筒で行い，多敷式にもかsわらす制御器の高さ　は低く，從つC運樽操作が容易で制御機能が敏活にできる．☆圭把手を制動方向に廻せぱ自動的に逆輔圓筒が力行位置より制動位置に回韓し，制動　接績となるように機械的連鍵装置を用いている．・ナギ・ツチ1抵抗匿分組合セ1・ナギノツチ抵抗匿分組合セ‘“；Rl−B2−］識一R4−］臨一］［k　R2−］晦一R1−R5−lk渡り一丁1　賠M・−R・直；3　　i　4　　　51記一】設一R5−R6　＆−R5−1誌　　　R5−R5｝；13　　　　　　　　一一一　一．　　　　　　R5−lk「（Rs−R；−R’s−Rs−R1）　（RコーRの（Rs−＆−k−R2）（RトRの　、　6　　　7　　　8列　　　9　　　10（R5−Rl−R3−R2−Rの　　（R：，−R6）（R5−R±−R3−R2、　（R5−Rk）（R5−R」−R・」）　人RコーR．）（k−B4）　（R5−］臨）0　　　14　　‘（R5−］R4−・R：s）　　（Rs−R・；）　　　15　（Rs−Rl）　（Rs−Rり　　　6．0列抵　抗　接　績　■　序　表�_東京丸ビルニ階”一ll■KR．2081型＼二菱電穫オ旅式倉耐
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